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般
会
計
十
八
億
四
千
万
円
に
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一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
千
三
百
七
万

六
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は
十

八
億
四
千
一二
百
九
十
四
万
七
千
同
に
な

り
ま
し
た
。

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、
八
束
小
学

校
建
築
工
事
費
に
一二
千
五
百
八
十
七
万

七
千
円
、
町
職
貝
の
給
与
改
定
に
伴
う

人
件
授
に
二
千
百
七
十
三
万
四
千
円

八
束
地
区
構
築
協
災
害
復
旧
工
事
に

千
六
百
二
十
三
万
二
千
円
、
総
合
体
育

館
建
設
工
事
費
に
五
百
十
九
万
円
、

一

時
借
入
金
利
子
に
四
百
万
円
、
東
町
排

水
工
事
費
に
二
百
九
十
二
万
円
、
桧
山

広
域
消
防
組
合
負
担
金
に
二
百
七
十
万

四
千
円
、
繰
出
金
と
し
て
国
保
事
業
勘

定
に
六
十
万
円
、
施
設
勘
定
に
百
二
十

万
円
、
水
道
会
計
に
百
五
十
九
万
四
千

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人

件
費
の
財
源
と
し
て
予
備
費
二
千
二
百

八
十
万
円
初
回
川
災
害
復
旧
工
事
外

三
百
七
十
八
万
六
千
円
、
飼
料
作
物
生

産
振
興
奨
励
補
助
金
、
土
壌
改
良
事
業

補
助
金
三
百
五
万
九
千
円
な
ど
が
減
額

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金

二
千
百
九
十
二
万
七
千
円
、
地
方
交
付

税
千
七
百
五
十
万
四
千
円
町
侠
千
四

百
四
十
万
円
、
八
束
校
建
設
基
金
繰
入

金
八
百
五
十
二
万
六
千
円
な
ど
が
見
込

ま
れ
ま
し
た
。

〈〉
国
民
健
康
保
険
金
計
事
喋
勘
定
補
正

予
算
人
件
費
や
保
険
施
設
費
に
三
百
八
十

六
万
五
千
円
が
追
加
さ
れ
予
算
総
傾
は

三
億
三
百
四
十
一二
万
四
千
円
に
な
り
ま

第 4回定

例町議会

し
た
。

〈
〉
国
民
健
康
保
険
会
計
施
設
勘
定
補
正

予
算
人
件
費
に
二
千
三
百
三
十
万
四
千
円
、

薬
品
費
に
二
千
万
円
、
材
料
費
に
四
百

五
十
万
円
が
追
加
さ
れ
、
支
出
総
額
は

四
億
千
百
十
二
万
二
千
円
に
な
り
ま
し

た。八
〉
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

今
金
簡
易
水
道
政
省
民
工
事
費
な
ど
に

二
一百
三
十
二
万
三
千
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
総
額
は
二
千
四
百
八
十
七
万
五
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

今
金
町
総
合
計
画
の

見
直
し
な
ど

四
議
員
か
ら
一
般
質
問

こ
の
議
会
で
町
政
に
対
し
て
四
議
貝

か
ら

一
般
質
問
が
あ
り
、
町
長
と
教
育

次
長
が
回
答
し
ま
し
た
。

お
も
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
〉
五
十
一
年
度
は
財
政
危
機
と
い
わ
れ

る
が
産
業
基
盤
の
確
立
面
か
ら
も
主
要

道
路
を
町
通
に
認
定
す
る
考
え
は
け
国

勢
嗣
査
に
よ
る
人
口
減
は
地
方
交
付
税

に
お
い
て
も
約
三
千
万
円
程
度
の
収
入

〈
〉
不
況
下
に
お
け
る
住
民
生
活
の
安
定
調
和
町
と
れ
る
福
祉
行
政
で
な
け
れ
ば
〈
〉
八
束
校
の
特
殊
教
室
が
狭
あ
い
な
の

対
績
や
地
元
企
績
の
保
護
、
零
細
企
難
長
続
き
し
な
い
。
厳
し
い
財
政
町
中
で

で
充
足
で
き
な
い
か
、
ま
た
、
ス
キ
ー

の
育
成
対
策
は
H
地
場
産
業
的
育
成
町
少
し
で
も
前
進
で
き
る
政
策
を
進
め
る

な
ど
個
人
財
産
の
焼
失
補
償
は
け
校
舎

た
め
に
も
町
内
業
者
を
中
心
に
工
事
を
よ
、
7
検
討
し
社
会
的
不
況
に
対
処
し
の
建
設
は
中
学
校
統
合
的
問
題
も
あ
り

発
注
し
て
い
る
が
、
大
規
快
事
業
に
対
て
い
き
た
い
。

将
来
的
な
展
望
に
立
っ
て
決
定
さ
れ
た
。

し
て
は
妓
術
面
か
ら
も
指
名
入
札
は
や
〈
〉
地
方
財
政
の
危
機
下
に
お
い
て
国
の

ス
キ
や
書
道
セ
y
ト
は
寄
付
金
の

む
を
得
な
い
。
零
細
企
業
の
指
導
、
雇
超
過
負
担
の
解
消
な
ど
に
努
助
、
明
る

な
か
で
納
墳
し
た
の
で
満
足
し
え
な
い

用
促
進
は
出
稼
後
議
相
談
所
と
合
わ
せ
、
い
行
政
の
推
進
が
住
民
に
反
映
で
き
る

点
も
あ
る
。
今
後
財
政
が
可
能
で
あ
札

そ
の
機
能
を
十
分
発
障
で
き
る
よ
う
取
基
本
姿
政
が
必
要
だ
が
U
地
方
自
治
体
ば
考
畑
℃
た
い
。

り
進
的
生
活
物
資
の
需
給
動
向
に
も
の
財
政
措
世
に
つ
い
て
は
全
道
的
主
組
〈
〉
医
療
問
題
に
お
け
る
町
理
事
者
の
行

対

処

し

て

い

き

た

い

。

織

で

要

望

し

て

い

る

が

実

現

ま

で

隔

た

政
姿
努
は
H
行
政
円
資
任
者
と
し
て
深

〈
〉
新
年
度
の
財
政
措
置
に
お
い
て
福
祉

り
が
あ
る
。
住
民
に
対
し
て
は
問
干
か
な
〈
自
戒
す
る
と
と
も
に
陳
謝
す
る
。
今

政
策
が
後
退
し
な
い
よ
う
配
慮
し
、
老
潤
い
の
あ
る
生
活
を
築
く
こ
と
が
町
内

後
は
、
そ
の
重
責
を
認
識
し
細
心
的
注

人
医
療
費
、
母
子
家
庭
へ
の
救
済
な
ど
姿
勢
で
あ
り
職
只

一
同
住
民
的
意
志
を
立
と
誠
意
を
も
っ
て
町
政
に
あ
た
り
、

に
対
す
る
町
貴
の
上
置
き
を
H
財
政
と
的
絡
に
把
握
し
て
期
待
に
こ
た
え
た
い
。
住
民
の
信
頼
回
復
に
努
力
じ
た
い
。
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町
内
向
忠
ま
れ
な
い
人
々

に
少
し
で
も
暖
か
い
手
を
さ

し
の
べ
よ
う
と
町
で
は
、
町

内
会
、
部
落
会
を
通
じ
て
歳

末
助
け
合
い
運
動
を
展
開
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
次
の
よ
う
に

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
多
額

の
普
す
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

町
内
会
リ
十
八
万
千
九
百
五
十
三
円

部
落
会
H
十
七
万
八
千
五
百
四
十
七
円

個

人

H
森
山
誠

一
さ
ん

(本
町
)
五

万
円
、
今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ

一二
万
円
、

神
丘
青
年
団

二
万
円
、
南
川
燕
さ
ん

(盟
凹
)
五
千
円、

総
額
日
四
十
六
万
五
千
五
百
円

こ
れ
ら
は
、
福
祉
施
設
の
入
所
者
四

十
八
人
に
各
三
千
円
、
長
期
入
院
忠
者

(
町
内
)
五
十
九
人
に
各
千
五
百
円
、

(町
外
)
二
十
四
人
に
各
二
千
五
百
円

町
内
短
期
入
院
患
者
四
十
六
人
に
各
千

円
、
光
の
里
学
園
(
六
人
)
に
各
二
千

円
、
虫
記
吋
図
(
三
十
四
人
)
に
各
二
千

五
百
円
、
火
災
受
災
者
見
舞
金
(
六
件
)

に
各
五
千
円
、
生
活
保
護
世
幣
(
六
十

八
人
)
に
は
町
費
か
ら
各
五
千
向
、

総
品
開
八
十
万
五
千
五
百
円
が
二
百
九
十

一
人
に
贈
ら
れ
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

@

愛

情

銀

行

か

ら

金
銭
預
託
、
払
い
出
し
マ
こ
ん
食

堂
従
業
目
一
同
(
八
幡
町
一
か
ら
盟
寿
園

に
五
千
円
マ
大
倉
啓
太
郎
さ
ん
(
昭
和

町
)
か
ら

一
万
円
を
盟
寿
図
と
光
の
里

学
聞
に
マ
今
金
町
職
員
組
合
(
委
員
長

宮
沢
昭
雄
)
か
ら
六
万
二
千
七
百
六
十

円
を
盟
寿
閣
と
光
町
里
学
園
に
マ
今
金

法
人
納
税
貯
蓄
組
合
(
代
表
辻
球
さ
ん
)

か
ら
六
千
三
百
四
十
九
円
を
福
祉
施
設

に
マ
今
金
町
立
正
佼
成
会
壮
年
部
か
ら

一
万
三
千
円
を
光
町
皇
学
園
に
マ
山
口

学
さ
ん
(
花
石
)
か
ら
六
千
二
百
四
十

八
円
を
光
町
星
学
問
に
マ
福
田
博

一
さ

ん
(
南
町
)
か
ら
一
万
円
を
光
町
星
学

園
に
そ
れ
ぞ
れ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

技
術
預
託
守
本
間
行
雄
さ
ん
(
東

町
)
か
ら
福
祉
施
設
及
び
保
諸
家
庭
へ

の
電
化
製
品
修
理
を
提
供
。

長
年
の
貢
献
者
に
感
謝
状

部
落
町
内
会
長
会
議

部
落
町
内
会
長
会
議
は
、
十
二
月
二

A
V
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
、
同
補
充
員

の
選
挙

十
二
月
二
十
四
日
任
期
満
了
に
な
っ

た
委
頁
、
補
充
貝
が
、
新
し
く
次
の
方

々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

マ
委
貝
、
阿
部
広

(
莱
利
河
)
楯
哲

了

(末
広
町
)
星
加
通
雄

(
八
幡
厨
)

阿
部
久
治
(
花
石
)
マ
補
充
頁
磯
辺

俊
治
(
末
広
町
)
尾
形
哲
夫
(
旭
町
)

吉
田
正
恒
(
八
楠
町
)
吉
田
辰
夫
(
末

広
町
)

。
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

十
二
月
二
十
四
日
任
期
満
了
に
伴
い

津
島
一
良
さ
ん
(
本
町
)
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

。
町
職
員
の
給
与
条
例
の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
に
準
じ
て
、
町
職
貝
の
給
料

が
改
普
さ
れ
ま
し
た
。
マ
高
校
卒
初
任

減
に
つ
な
が
る
見
込
な
の
で
、
本
年
度

内
財
源
確
保
も
こ
れ
ら
町
要
素
を
ふ
ま

え
て
対
処
し
て
い
き
た
い
。

。
財
政
の
硬
直
化
が
懸
念
さ
れ
る
折
、

番
所
に
あ
る
社
教
施
設
等
の
維
持
管
理

は
H
総
合
体
育
館
町
維
持
費
は
約
千
百

万
円
を
嬰
す
る
。
青
少
年
会
館
、
町
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
は
立
地
条
件
も
異
な
る

の
で
総
合
的
管
理
は
困
難
で
あ
る
が
、

各
施
設
の
頬
似
し
て
い
る
点
は
総
合
調

整
の
ヲ
え
管
理
節
減
に
最
普
を
尽
く
す
。

〈
〉
物
件
費
及
び
人
件
費
の
節
減
は
川
本

年
度
最
終
予
算
で
の
物
件
費
率
は

一
0

.
四
%
と
昨
年
よ
り
下
廻
っ
て
い
る
が
、

町
長
の
給
料
を

m
%減
額

臨

時

町

議

会

で

可

決

第
六
回
臨
時
町
議
会
は
十
二
月
二
十

一
日
聞
か
れ
、
次
町
議
案
二
件
を
審
議

し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

〈V
今
金
町
長
の
給
料
月
額
の
支
給
の
特

例
に
関
す
る
条
例

医
療
問
題
の
責
任
か
ら
町
長
の
給
料

を
一
月
か
ら
三
月
ま
で
、
月
領
内
一

O

%
を
減
額
し
て
一二
十

一
万
五
千
円
に
す

る
と
い
ー
も
の
で
す
。

。
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

十
二
月
二
十
四
日
任
期
満
了
に
伴
い

中
村
徹
治
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

z=-E--i-i一
-1

十
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
約
七
十
人
が

集
ま
っ
て
行
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら

「五
十

一
年
度
の
財
政
は

苦
し
い
が
、
効
来
的
に
執
行
し
た
い
の

で
町
政
懇
談
会
で
も
町
民
的
嬰
望
を
知

ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

冬
期
除
雪
、
申
ネ
官
輸
送
車
内
運
行
、
ゴ

ミ
収
集
な
と
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が

交
換
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
誌
の
席
上、

五
年
以
上
部

落
町
内
会
長
を
つ
と
め
町
づ
〈
り
に
貢

献
の
あ
っ
た
次
の
方
々
に
町
長
か
ら
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

水
野
清

一
(
上
鈴
金
)
早
坂
悦
次
郎

千
葉
政
倍
、
尾
形
菩

一
(
上
稲
穂
)
阪

井

一
美
(
八
束
)
油
家
作
太
郎
(
鈴
岡

下
台
)
大
倉
啓
太
郎
(
昭
和
町
)
奥
井

忠
男
、
工
藤
栄
作

(南
栄
町
)

給
は
六
万
六
千
円
(
六
千
八
百
円
の
引

上
げ
)
マ
大
学
卒
初
任
給
で
七
万
七
千

三
百
円

(七
千
一二
百
円
の
引
上
げ
)

。
町
通
の
路
線
認
定
及
び
変
更

鈴
金
、
神
丘

一
線
一
号
線
な
ど
六
十

五
路
線
約
十
九
J
が
新
た
に
町
道
に
認

定
さ
れ
、
金
原
開
拓
線
な
ど
十
三
路
線

約
十
一

一J
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
町
道
の
総
延
長
は
二
百
五
十
九

J
と
な
り
ま
し
た
。

〈
〉
鯖
負
契
約
締
結
の
変
更

八
束
小
学
校
建
築
工
事
の
工
期
を
校

舎
が
十
二
月
二
十
目
、
屋
内
運
踊
場
が

五
十
一
年
五
月
十
五
日
ま
で
に
変
更
し

た
も
の
で
す
。

八
〉
陳
情

中
皇
部
落
会
長
よ
り
中
里
、
中
島
征

夫
地
先
の
吊
り
橋
義
悼
の
陳
情
が
あ
り

建
設
常
任
委
貝
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

( 2 J 

新
年
度
に
お
い
て
も
極
力
ム
ダ
を
省
き

住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
投
資
に
ふ
り
む
け

る
姿
勢
で
い
る
。
事
業
円
分
量
、
事
務

分
訟
に
よ
り
人
材
の
配
置
は
異
な
る
が

適
材
必
訴
で
能
率
の
向
上
を
図
る
な
ど

で
き
る
限
り
人
件
費
を
節
減
し
た
い
0

0
今
金
町
総
合
計
画
は
情
勢
の
変
化
に

伴
い
見
直
す
考
え
は
日
基
本
構
想
は
昭

和
四
十
八
年
度
か
ら
五
十
五
年
度
ま
で

町
展
望
で
あ
る
が
、
基
本
計
画
に
お
い

て
は
将
来
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
い
事
業

も
出
て
き
て
い
る
の
で
、
実
態
と
対
比

し
て
五
十

一
年
度
か
ら
五
ヵ
年
聞
の
計

画
を
再
度
策
定
し
た
い
。

d
Aの
献
血
H

は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
の
理
解
と
協
力
で
献
血
平
に
よ
る

採
血
率
も
上
井
し
て
お
り
、
多
く
の

尊
い
生
命
が
救
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
第
十

一
回
献
血
運
動

推
進
全
国
大
会
に
お
い
て
十
回
以
上

献
血
に
協
力
し
た
次
円
方
々
に
献
血

功
労
章
が
贈
ら
札
、
十
二
月
二
十
五

日
今
金
町
献
血
推
進
協
議
会
長
を
通

じ
て
各
位
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

〈
〉
金
色
特
別
社
員
章

(初
回
以
上
)

鈴
木
正
ニ
(幸
町
)
白
石
光
菩
(

来
町
)
高
田
俊
彦

(本
町
)
米
世
貞

夫
(
末
広
町
)

〈
〉
銀
色
特
別
社
員
章

(叩
回
以
上
)

佐
々
木
茂
(
昭
和
町
)
水
野
裕

一

(
金
原
)
今
野
隆
雄
(
南
栄
町
)
守

谷
幸
雄
、
回
中
帥
朝
、
宮
下
正
利
、
沢

正
男

(八
怖
町
)
木
島
武
雄
(
末
広

町
)
阿
部
幸
作
(
東
町
)
市
原
正
(

大
和
町
)
今
刑
判
重
雄

(金
原
)
佐
々

木
千
恵
子

(日
の
出
町
)
布
陣
仙
五
郎

(種
川
)
村
上
雄
蔵

(
昭
和
町
)
石

井
公
=
二
高
美
町
)
消
水
菩
与
司
(

東
町
)
油
家
弘
美

(
南
栄
町
)

統
計
調
査
員
に
感
謝
状

長
年
統
計
調
査
頁
と
し
て
各
組
内

統
計
調
査
に
従
事
し
た
次
の
方
々
に
、

知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

マ
二
十
年
級
石
神
幸
吉
(
日
進
)

水
野
直

一
(
鈴
金
)
マ
十
年
級
白
幻

戸
克
行
(
八
束
)
吉
田
七
一ニ
(
神
丘
)
〔



スポーツに親

福地!'II夫さん(体育指導r:t・体協

'l'Jj，"桁4よ部長)
矢内義則さん(I'i.年同体連絡協議

会長)

小林剖i子さん(マ?さんパレー古11只): 

友善幸次郎さん(老人福祉相談只)

坂本博之さん(休育指導n 時中
スポーソ少11".[司指)

今野 fi¥，議長(体育協会長)

河端盟町長

外崎秀人(祉教主Jq
司会森谷自治(スポ-"/主ι1>

出席されたみなさん

人
は
附
維
な
こ
と
が
多
い
。
そ
札
ら
町

階
層
を
ど
の
よ
〉
主
形
で
今
後
ス
ポ

l

y
に
参
加
し
て
も
ら
〉
ヤ
}
と
が
持
組
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

日
払
は
、
ス
ポ
ー
ツ
は
制
り
と
川
じ
で

「
踊
る
阿
呆
に
見
る
阿
呆
」
と
い
い
ま

す
が
、
克
際
な
か
に
人
っ
て
制
る
と
裂

し
い
む
の
で
す
。
ま
た
、
ス

f

y

が

好
き
だ
と
い

3
人
で

L
見
る
方
向
好
き

な
人
L
多
い
。
見
る
人
も
必
嵯
で
す
け

ど
、
や
は
リ
他
成
づ
〈
り
休
力
づ
く
り

か
』
つ
い
っ
て
も
簡
単
屯
ス
ポ

l
ソ
に
参

加
で
き
る
よ
ー
な
ム
ド
と
か
組
織
を

つ
く
ら
主
く
て
は
と
巧
え
て
い
ま
す
。

坂
本
州
川
地
区
に
は
川
川
体
協
が

あ
リ
ま
す
が
、
町
肉
体
協
の
組
織
に
人

っ
て
も
よ
い
向
で
は
と
1
川
が
で
ま
す
。

町
体
協
は
市
街
地
キ
小
し
に
つ
く
句
れ

て
い
る
感
じ
が
あ
り
、

'u
っ
と
川
町
市
な

ど
の
地
域
を
含
め
た
組
織
に
な
れ
は
充

実
し
て
く
る
と
川
伊
p
。

矢
内

や
は
り
‘
他
腐
な
と
き
は
ス

ポ
l
y
と
か
白
分
肉
体
的
、
」
と
は
与
え

な
い
。
ち
ょ
っ
と
れ
介
が
忽
く
な
る

と
初
め
て
辺
均
小
川止だ
主
あ
と
川
U
A
，。

が
点
剣
に
YJ
え
る
よ
}
A
Z色
町
仰
が
、
体

育
指

4μ
の
大
切
主
仕
い
れ
け
だ
と
川
U
i。

説
長
こ
の
ス
ポ
l
y
に
は
指
導
布

が
い
な
く
て
は
駄

U
で
す
ね
。

A
r
ま
で

体
協
の市川
内
川
似
の
っ
と
し
て
取
リ

あ
げ
て
き
ま
し
た
が
、
色
々
な
面
で
桁

4お
は
不
足
し
て
い
る
よ
う
で
す
.

町
長

A4
町
は
大
変
ス
ポ

l
ソ
の
悦

明
る
く
楽
し
い
町
づ
く
り

新春座談会

昭
初
五
十

一
年
向
車
引
を
迎
え
ま
し
た
。

健
康
で
泣
か
な
生
前
を
お
く
る
た
的
に
日
市
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
づ

く
り
に
た
ず
き
わ
っ
て

い
る

み
な
さ
ん
と
、
町
を
預
か
る
町
長
、

袖晴

氏
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
箆
泊
し
た
身
近
か
な
問
題
に
つ
い
て
、
大
い
に

滑
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
明
る
く
楽
し
い
町
づ
〈
り
の
た
め
に
:
。

町長、議長を囲む

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
町
民
の
健
康
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
明
る
く
楽
し
い

町
づ
く
り
の
原
動
力
に
主
る
と
思
い
ま

す
が
、
日
ご
ろ
ス
ポ
ー
ツ
を
な
さ
っ
て

い
る
方
や
、
健
康
保
持
に
努
力
さ
れ
て

い
る
な
か
で
、
ふ
だ
ん
考
え
て
い
る
こ

と
を
気
軽
に
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

町
長

新
作
お
め
で
と
う
。
今
日
間

社
会
情
勢
で
町
民
総
ぐ
る
み
の
体
育
と

い
}
む
の
が
き
け
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

ス
ポ
l
y
を
愛
好
さ
れ
、
指
略
的
主
・4

叫
に
あ
る
ん
弘
さ
ん
の
ご
忠
弘
を
川
き

で
き
る
だ
け
町
行
政
、
社
会
教
育
に
取

人
れ
魅
力
あ
司
令
今
全
町
的
処
設
に
役
立

た
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
よ
う

み
主
さ
ん
の
立
場
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
と

す
体
育
に
ど
う
取
り
く
ん
で
い
ま
す
か
。

ん
主
町
で
あ
る
ニ
と
か
ら
、
辺
教
委
か

ら
ス
ポ

l
y
刊し
y
J
円
お
谷
、
巳
い
山
け
が
派
泊

さ
れ
て
い
ま
す
し
、
社
会
体
百
円
外
的

ヒ
ド
'u
い
ま
す
の
で
体
打
桁
呼
川
と
L

山
川
訓
し
て
ヲ
M
川
ス
ポ
ー
ツ
キ
』似
興
し
て

L
り
い
た
い
。
ま
た
町
民
の
み
な
き

ん
L
迫
胞
な
く
ク
ル
フ
主
ど
で
指
停

を
似
も
こ
と
で
す
ね
。

福
祉
に

つ
な
が
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

み
ん
な
が
望
む
町
の
体
育
振
興
と
か

日
常
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
・
体
力
づ
く
り

を
ど
う
盛
り
ニ
ま
せ
た
ら
よ
い
か
な
ど
。

小
林

守
マ
さ
ん
パ
レ

l
に
人
っ
て

か
ら
六
年
位
に
な
り
ま
す
が
、
年
の
こ

と
や
ョ
日
の
疲
れ
を
忘
れ
て
み
な
さ
ん

と
楽
し
め
る
こ
と
は
と
て
も
良
い
こ
と

で
長
〈
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

外
崎

主
婦
が
何
か
や
る
場
合
、
家

族
的
協
力
が
な
〈
て
は
や
れ
主
い
。
そ

内
ほ
う
ま
〈
や
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

小
林

パ
レ

l
に
来
て
い
る
人
は
、

み
ん
な
仲
よ
く
や
っ
て
い
る
よ
ー
で
す
。

奥
さ
ん
が
辺
両
す
る
家
で
は
、
家
紋
ぐ

る
み
で
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
即
日
解
し
て

も
ら
え
る
し
我
ま
ま
し
て
出
て
き
ま
す
。

外
崎

ご
主
人
や
子
ど
も
さ
ん
を
ど

う
に
か
し
て
辺
動
さ
せ
た
い
と
い
う
意

向
は
あ
り
ま
す
か
。

小
林

そ
れ
は
あ
り
ま
す
ね
。
な
か

に
は

一
諸
に
き
て
や
り
ま
す

L'年
族
ぐ

る
み
で
や
る
の
は
ほ
ほ
え
ま
し
い
も
の

で
す
。
し
か
し
、
い
つ
で
も
地
設
が
使

え
る
と
い
ヲ
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で

そ
の
占
家
族
ぐ
る
み
で
と
は
い
か
な
い
。

議
長
ス
ポ
ツ
の
実
質
条
件
と

い

い
ま
す
か
、
場
所
や
地
市
師
、
設
備
が
必

裂
で
す
ね
。
こ
の
而
で
は
、
多
年
私
た

ち
体
育
関
係
者
が
要
望
し
て
い
た
体
育

館
が
完
成
す
る
こ
と
は

一
書
大
き
な
喜

び
で
あ
り
、
幸
せ
な
こ
と
で
す
。

本
町
は
全
道
的
に
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
町

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ス
ポ

l

y
町
生
前
化
が
悦
附
さ
れ
る
な
か
で
、

ス
ポ
l
y愛
好
者
は
や
や
限
ら
札
て
い

る
傾
向
に
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
す

る
た
め
の
ス
ポ
ツ
人
口
町
拡
大
と
い

う
而
か
ら
み
て
も
、
今
ま
で
の
凡
る
ス

ポ
l
y
か
ら
み
ん
な
が
参
加
で
き
る
も

の
に
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

矢
内

庁

4
川
川
助
を
し
て
い
る
生

か
で
、
体
育
山
滑
な
ど
は
山
胤
も
多
〈
す

ご
く
関
心
が
あ
リ
ま
す
が
、
何
人
に
か

え
っ
て
み
る
と
ス
ポ
ー
ツ
を
体
力
づ
〈

り
と
し
て
や
っ
て
い
な
い
。
，
'f
生
時
代

は
と
も
か
く
ん
ー
は
こ
れ
と
い
ヌ
ス
ポ
l

y
を
続
け
て
な
い
の
が
現
状
で
す
。

友
普

現
布
、
町
内
の
主
人
ク
ラ
ブ

主
ど
で
は
「
事
け
歩
け
，
辿
助
」
が
悦
ん

で
、
少
し
で
ち
体
力
的
保
持
地
道
に
心

が
け
て
い
ま
す
。
引
払
の
他
成
法
は
毎
日

内
の
ね
ん
転
、
両
院
内
聞
き
、
脱
の
凪

折
を
丸
行
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
米
、

日
ニ
リ
M

止
の
摘
み
な
と
主
い
よ
う
で
'
す
。

隊
長
や
は
り
自
分
肉
体
力
づ
〈
り

で
す
か
旬
、

L
7す
こ
し
内
容
を
十
分

検
比
さ
れ
‘
努
め
て
時
間
を
か
け
な
が

句
川
副
的
に
体
力
づ
く
り
に
つ
主
が
る

よ
?
な
ス
ポ

1
ソ
の
参
加
を
望
み
ま
す
。

坂
本

体
育
指
導

μに
な
っ
て
四
年

小林絹 子さん

し
、
こ
町
こ
と
も
ひ
と
つ
の
悩
み
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

町
長

今
度
完
成
す
る
体
育
館
は
、

幼
児
か
ら
必
人
ま
で
十
分
こ
の
ぬ
芯
で

利
用
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
今

後
円
運
営
の
問
題
に
な
り
ま
す
が
、
連

JU
が
十
分
う
ま
く
い
き
ま
す
と
大
き
な

成
川
市
が
あ
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

矢
内

ス
ポ
l
y
の
持
つ
目
的
か
ら
‘

眼
目
、
方
法
は
い
ろ
い
ろ
で
す
が
‘
体

b
bか
す
こ
と
か
ら
体
力

7
、
り
に
つ

な
が
る
。
現
在
な
に
も
し
て
い
な
い
コ

ン
プ
レ
ソ
ク
ス
や
農
業
で
時
間
に
制
約

さ
れ
る
が
、
こ
れ
か
ら
生
涯
を
辿
じ
て

で
き
る
身
近
か
な
ス
ポ
ー
ツ
を
や
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
現
在
健
康
だ
か
ら
な

お
さ
ら
感
じ
ま
す
ロ

友
普

い
ず
れ
に
し
て
も
他
印
刷
で
些

か
な
生
活
を
築
く
予
}
と
が
れ
恥
大
の
目
燃

で
す
。
総
て
の
ス
ポ
ソ
に
参
加
で
き

れ
ば
よ
い
が
、
老
人
と
主
る
と

一
応
自

例
的
地
康
保
持
に
虫
内
を
お
く
。
保
健

体
育
を
勉
強
し
て
こ
う
い
う
人
に
は
、

こ
的
運
動
が
良
い
と
い
う
こ
と
を
指
導

し
て
も
ら
い
た
い
。
老
人
に
な
っ
て
む

柔
軟
な
体
は
長
い
き
的
秘
け
つ
だ
し
、

老
後
円
生
き
が
い
を
持
た
せ
る
た
め
に

も
老
年
者
向
ス
ポ
ー
ツ
を
何
か
占
、
え
な

ス
ポ
ヅ
町
生
前
化
と
い
ヲ
む
の
を
ど

フ
地
域
住
民
に
定
部
さ
せ
る
か
と
い

1

こ
と
で
、

Mm川
体
協
の
み
主
さ
ん
と
話

し
合
っ
て
い
ま
す
。
若
い
人
は
活
動
的

だ
し
‘
何
か
や
る
ぞ
と
す
れ
ば
す
ぐ
集

ま
る
の
で
、
一
般
向
人
が
参
加
で
き
る

も
の
を
与
え
よ
う
と
、
昨
年
か
ら
「
走

ろ
う
会
」
を
払
此

幼
児
か
ら
町
齢
名

ま
で
、
母
さ
ん
た
ち
は
前
掛
け
安
で
大

勢
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。
目
僚
は
百
日

で
し
た
が
実
際
は
九
十
四
円
で
終
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
析
し
い
し
の

を
比
い
山
し
て
い
こ
う
と
い
フ
方
向
づ

け
が
で
て
き
た
。

福
地

引払
は
ス

f
l
y
が
川
町
き
で
、

阪
上
、
パ
ス
ケ
y
卜
、
登
山
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
一
得
い
い
こ
と
だ
な
あ
と
忠
、
》
こ
と

は
.
仲
間
が
で
き
、
仲
間
同
ぷ
が
助
け

合
っ
て
ス
ポ

l
y
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
。
現
仮
パ
ド
ミ
ン
f
ン
を
中
心
に

み
ん
な
が
参
加
し
て
楽
し
め
る
よ
う
に

( 4 J 

福地邦夫さん

努
的
、
町
内
的
谷
地
域
に
も
入
っ
て
や

り
た
い

の
で
す
が
、
出
哩
民
向
組
織
の
連

係
が
主
〈
、
叩
心
Y

つ
よ
う
に
い
か
な
い
。

総
長
ス
ポ
ソ
を
変
針
す
る
人
は
、

色
々
主
Mm目
的
団
体
が
あ
り
ま
す
か

」り

そ
の
中
に
入
っ
て
で
き
る
が
‘

一
般
的

友善幸次郎さん

け
れ
ば
な
ら
主
い
ね
.

外
崎

今
ま
で
の
国
的
方
向
は
、
経

済
成
長
か
ら
国
づ
く
り
と
い
一
フ
形
で
進

ん
で
き
た
よ
う
で
す
が
、
け
恥
近
白
八
十

度
方
向
転
出
世
し
て
、
生
届
稲
祉
か
ら
回

づ
く
り
、
町
づ
く
り
に
変
っ
て
き
て
飽

版
・
体
育
と
い
う
む
の

の
視
点
が
変
っ

て
き
て
い
る
よ
つ
で
す
。

町
長

号
?
で
す
ね
。
住
民
的
心
身

内
健
康
を
ど

i
す
る
の
か
と
い

3
問
題

に
主
り
ま
す
か
、

町
民
の
ど
の
問
問
を

と
っ
て
も
成
人
病
、
ま
た
は
運
動
不
足

病
が
あ
り
、
と
く
に
お
齢
者
に
な
る
と

多
い
で
す
ね
。
病
気
に
か
か
コ
て
か
ら

治
療
す
る
こ
と
は
砂
町
村
別
で
す
ね
。

そ
の
意
味
か
ら
ス
ポ
l
y

体
育
を
通

じ
て
他
康
を
保
持
取
進
す
る
こ
と
は

柄
祉
町
而
で
大
事
な
こ
と
で
す
。
体
行

内
擬
興
と
保
健
術
生
町
推
進
が
一
請
に

進
展
す
る
と
き
、
は
じ
め
て
町
民
が
健

収
で
明
る
い
暮
ら
し
が
で
き
る
。

ー
生
徒
を
預
る
学
校
体
育
の
立
場
か
ら

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

坂
本

子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
出
て

か
ら
も
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
-
」
と
は
親
も
教
師
も
願
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
人
聞
の
強
き
、
忍

耐
な
ど
の
精
神
的
な
も
の
は
、
迎
三
回

伎
の
体
内
H
で
は
育
た
は
い
。
放
不
能
、

ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
汗
を
流
し
て
，
通
勤

す
る
中
に
連
叩
感
や
仲
間
づ
く
り
が
で

き
る
。
人
間
が
生
き

τい
く
う
え
向
性

に
な
る
の
が
体
育
で
す
ね
。
そ
の
占
を

父
兄
L
A
F
J

え
ス
ポ
l
y
に
も
っ
と
樫
解

( 5 J 



を
持
つ
必
要
が
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
の
好

き
な
子
や
巡
動
選
手
に
は
惑
い
人
間
は

い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
気
持
が
明
る
く

な
り
大
き
〈
な
り
、
強
い
チ
l
ム
に
な

れ
ば
社
会
に
対
す
る
見
方
、
考
、
ぇ
方
が

育
っ
て
い
き
ま
す
。
父
兄
で
は
一
番
お

っ
く
う
が
る
こ
と
で
す
ね
。
や
り
た
い

と
思
う
気
持
は
あ
る
が
み
ん
な
上
手
そ

う
に
見
え
、

初
め
て
や
る
の
が
か
つ
こ

う
が
惑
い
よ
う
で
そ
の

一
歩
を
指
持

お
が
引
き
こ
む
必
叫
が
あ
る
。

外
崎

本
末
、
健
康
に
し
て
も
ス
ポ

l
y
に
し
て
も
与
、え
る
も
の
で
な
〈
自

分
か
ら
進
ん
で
行
〉
む
の
で
す
が
、
私

的
立
場
か
ら
は
、
町
民
リ
と
り

一
人
が

色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
レ
ェ

l
y
ヨ

ン
を
本
当
に
楽
し
ん
で
む
ち

3
た
め
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
川
な
し
て
行
F
な
り
ス

ポ
ソ
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
は
り
と
つ
の
出
発
点
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
団
体

・
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て

発
展
し
て
も
匂
わ
な
い
と
困
る
沢
で
す
。

福
地

こ
ん
ど
体
育
館
が
で
き
ま
す

と
行
恨
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

月
的
行
事
予
定
と
利
川
極
目
、
時
川
な

ど
を
早
や
自
に
周
知
し
て
、
今
日
は
何

が
体
育
館
で
や
っ
て
い
る
か
、
利
用
で

き
る
か
わ
か
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

で
き
る
休
力
づ
く
り
と
し
て
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
主
に

-
帯
お
金
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
気
軽
に
き
て
汗
を
流

L

Y
ャ
ワ

を
浴
び
て
ス
ト
レ
ス
を
解
消
で
き
る
。

l
t
IB
I
s
-
t
f
t
f
t『
』

総
合
グ
ラ
ン
ド
が
ほ
し
い

ー
た
い
へ
ん
熱
心
な
話
し
合
い
で
、
ま

だ
意
見
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
最
後

に
町
に
対
す
る
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
。

坂
本

中
休
述
で
も
よ
〈
訴
し
が
出

る
の
で
す
が
、
今
金
町
は
ス
ポ
l
y
が

峨
ん
志
向
に
グ
ラ
ン
ド
と
か
陪
J
競
怯

む
き
的
地
設
が
な
い
と
い
わ
札
ま
す
。

早
い
機
会
に
立
派
な
ク
ラ
ン
ド
を
。

議
長

ま
だ
屋
外
ス
ポ

l
ソ
で
も
弘
、

苧
の
ス
キ

1
坊
と
か
野
球
場
が
出
要
だ

し
、
で
き
れ
ば
総
令
グ
ラ
ン
ド
な
ど
を

4
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
よ
う
古

形
町
中
で
本
当
に
今
令
町
は
ス
ポ
ー
ツ

の
町
で
あ
る
と
い
う
。
町
民
あ
げ
て
ス

ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
ん
だ
と
い
う
よ
う

主
町
づ
く
り
が
望
ま
し
い
主
あ
。

らせおし

ー
今
金
町
の
体
協
は
、
本
町
の
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
経
緯
か
ら
み
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
思
い
ま
す

が
、
今
後
の
あ
り
方
で
な
に
か
。

議
長

昔
、
道
的
体
協
は
競
技
団
体

だ
け
が
組
織
下
に
あ
っ
て
選
手
の
益
成

機
関
だ
っ
た
。
私
は
遊
民
こ
ぞ
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
に
参
加
で
き
る
姿
勢
が
主
〈
て

は
本
来
肉
体
協
と
い
わ
れ
な
い
と
ぷ
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
以
近
は

一
般
的

方
々
が
ス
ポ
ー
ツ
に
税
し
め
る
参
加
で

き
る
と
い
う
方
向
に
変
っ
て
き
た
こ
と

は
一
番
大
事
主
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
は
、
主
催
団
体
が
刊
日
用

の一

斉
を
も
っ
て
や
る
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
ス
ポ

y
は
自
分
の
た
め
に
本
当

は
や
る

ιの
で
す
か
ら
、
辺
J
M
V

描
の
費

用
に
つ
い
て
む
弱
冠
町
四
別
だ
っ
た
ら

参
加
す
る

L
円
が
出
し
合
っ
て
や
る
だ

と
い
う
方
向
に
し
な
け
れ
ば
去
ら
な
い

し
、
町
民
円
余
暇
利
用
を
ス
ポ
ー
ツ
に

消
化
さ
せ
る
協
力
体
制
L
必
要
で
す
ね
。

体
育
館
を
体
力
づ
く
り
の
拠
点
に

外崎社教主事

ー
総
合
体
育
館
を
拠
点
と
し
て
、
地
域

の
コ
ミ
ニ
ケ

l
シ
ョ
ン
な
り
、
施
設
、

運
営
面
に
こ
う
期
待
す
る
と
い
う
ニ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
。

小
林

体
育
館
を
利
用
す
る
場
合
、

前
L
勺
て
使
川
願
い
な
ど
を
山
す
の
。

外
崎

使
用
闘
い
な
ど
む
つ
か
し
い

こ
と
は
や
め
て
、
れ
軽
に
手
続
き
が
で

き
る
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

個
人
手
帳
を
各
自
に
作
っ
て
体
育
館
に

米
た
ら
機
械
で
ガ
チ
ャ
ン
と
記
録
す
れ

ば
何
回
利
用
し
た
か
判
る
よ
う
に
、

一

午
に
百
四
米
た
ら
芯
念
パ
ソ
チ
を
、
二

百
川
来
た
ら
大
き
い
金
パ
ソ
チ
を
あ
げ

る
と
か
、
ま
た
、
何
か
リ
と
つ
の
帰
り

を
持
た
す
-}
と
も
必
要
で
し
ょ
3
ね。

友
善

町
で
も
股
婦
症
が
多
い
よ
i

l' 
町
長
総
合
体
育
館
に
並
行
し
て
民

内
プ
ー
ル
、
東
側
に
近
隣
公
園
と
し
て

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
主
ど
も
つ
く
リ
周
囲
を

ス
ポ
ソ
に
ふ
さ
わ
し
い
邸
境
に
し
た

い
。
ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
は
旧
日

伎
の
尖
mu一
地
跡
や
青
少
年
会
館
附
近
に

一

辺
助
公
開
と
し
て
の
総
合
的
な
地
設
も

一

計
画
し
て
い
ま
す
。
体
育
館
の
怨
設
に

一

よ
り
各
自
が
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
く
み
、

一

そ
れ
に
よ
り
町
民
的
体
位
向
上
は
勿
論
、
一

健
康
管
理
の
た
め
、
ひ
い
て
は
町
民
相

一

互
の
交
流
、
対
話
の
坊
と
な
リ
、
住
民

円
相
判
に
も
つ
な
が
る
。
こ
れ
で
全
部

が
解
消
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
が
、
楽
し

く
盟
か
な
生
面
を
築
く
た
め
の
町
づ
く

り
で
す
の
で
町
民
的
深
い
理
解
と
一
層

の
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
の

長町端河

で
す
が
、
日
附
将
に
も
通
す
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
設
備
を
周
辺
闘
い
指
導
し
て
く

だ
さ
い
。
神
経
痛
も
な
〈
主
る
。

小
林

家
族
づ
札
で
利
用
す
る
と
き

は
日
制
日
が
多
〈
い
っ
ぱ
い
で
出
来
な

い
こ
と
が
多
い
円
で
は
。

福
地

強
内
競
技
の
ク
ラ
ブ
で
は
、

そ
の
確
保
が

一
都
悩
み
で
す
。
毎
日
区

切
っ
て

一
人
で
米
て
も
利
用
で
き
る
よ

ー
に

L
4
く
て
は
駄
目
で
す
。

議
長

ど
、
〉
し
て
も
日
限
日
は
大
会

な
ど
が
多
〈
使
え
な
い
。
地
域
肉
体
育

掘
削
円
か
ら
も
リ
f
出
世
間
肱

F
業
を
京
肱
的

に
利
川
で
き
る
体
制
を
考
え
て
ほ
し
い
。

町
長

私
は
、
ま
ず
町
民
的
各
家
庭

で
ラ
ジ
オ
休
操
ぐ
ら
い
は
‘
家
族
企
は

で
や
る
と
い
う
気
椛
え
が
な
く
て
は
ね
。

長

そ
の
へ
ん
か
ら
ス
米
!
ソ
の
第

一
歩
と

い
え
る
乎
足
を
助
か
す
随
版
づ
〈
り
を

広
め
る
こ
と
で
す
。
ラ
ジ
オ
体
般
に
参

加
し
よ
う
と
い
う

一
大
総
巡
助
を
起
す

こ
と
が
必
要
だ
ね
。

ス
ポ
ソ
は
特
殊
技
能
者
向
蕊
成
で

主ノ
¥

町
民
み
ん
な
が
健
康
管
理
、
保

健
休
育
と
い
》
形
を
法
本
的
に
進
め
る

こ
と
を
目
憾
に
お
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
内
体
力
づ
く
り
の
拠
占
を
総
作
体
育

館
と
し
、
み
ん
な
が
布
効
に
利
用
で
き

る
休
制
づ
く
り
が
必
要
で
し
ょ
う
。

機里F今

町
技
を
制
定
し
て
は

町
民
み
ん
な
が
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
は
主
ん
で
し
ょ
う
ね
。

議
長

肝
民
体
育
山
県
な
ど

L
そ
の
り

と
つ
で
す
が
、
体
育
館
町
格
成
を
機
会

に
町
伎
を
制
定
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

3
0

外
崎

社
教
と
し
て
も
考
え
て
い
る

円
で
す
が
、
ス
ポ

1
y
に
入
り
や
す
い
、

子
川
て
む
名
人
で

L
、
初
心
お
で
も
ト
泊

料
に
山
米
る
と
い
ヲ
こ
と
で
、
今
年
は

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
美
利
河
、
神
丘
、
鶴

川
町
三
校
、
卓
球
を
花
石
、
パ
レ

l
を

令
原
て
指
導
し
て
い
ま
す
が
。

坂
本

競
技
性
も
あ
る
位
度
入
れ
る

雪

交

通

事

故

防

止

坂本博之さん

よ
う
な
も
の
、
樋
川
で
は
若
い
人
は
パ

ス
ケ
ァ
ト
、
初
心
お
や
母
さ
ん
た
ち
は

山
中
球
よ
り
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
町
万
が
お

L

し
ろ
い
と
い
う
。

議
長

い
ろ
い
ろ
位
自
は
あ
る
よ
3

で
す
が
、
見
る
人
口
、
参
加
す
る
人
目

的
厚
さ
か
ら
で
は
、
陸
上
に
つ
い
て
バ

レ
ー
で
す
ね
。
次
に
山
中
球
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
。
一

帯
簡
単
に
や
札
る
の
は
縄
終

日
て
す
よ
。

友
善
ス
ポ
ツ
を
や
る
前
向
準
備

体
操
右
ど
も
よ
い
と
忠

1
0

小
林

家
庭
で
の
美
容
体
操
に
も
な

り
よ
〈
や
り
ま
す
が
な
か
な
か
や
せ

ま
せ
ん
け
ど
。

外
崎

タ
オ
ル

一
枚
に
体
操
を
や
る

絵
を
代
け
い
て
み
ん
な
で
稲
川
取
ろ

3
と
や

っ
て
い
る
町
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
住

民
が
結
び
つ
い
て
い
る
の
だ
な
あ
と
い

〉
む
の
が
必
要
で
す
ね
。
他
町
か
ら
来

た
人
に

L
「
私
た
ち
の
町
は
み
ん
主
で

こ
れ
を
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
チ
ヨ

y
ト

や
っ
て
〈
だ
き
い
」
と
い

1
よ
3
な
J
U

向
。
大
衆
化
、
生
前
化
と
い

1
こ
と
は

多
数
が
や
る
と
い

3
こ
と
で
な
く
、
い

ろ
い
ろ
な
道
具
を
披
っ
た
り
、
ル

ル

を
工
夫
し
た
り
場
所
を
つ
〈
る
こ
と
で

い
ろ
い
ろ
楽
し
め
る
も
の
が
本
来
的
大

衆
ス
ポ
ツ
な
の
で
す
。
本
町
も
そ
札

か
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

町
長

町
技
を
制
J

記
す
る
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
機
会
に
訓
し
ム
H

い
、
み
な
さ

ん
に
決
め
て
い
た
だ
か
な
い
と
ね
。
今

皮
肉
体
育
館
の
目
玉
と
し
て
一
人
で
も

( 6) 

路

の
ス

こ
と
し
は
尺
候
民
変
で
殴
れ
や
み
ぞ

れ
降
り
の
た
め
、
路
川
川
町
械
結
が
多
〈

み
ら
れ
、
ス
リ
ッ
プ
事
此
が
多
党
し
て

い
ま
す
。

特
に
一
、
一
一
月
は
交
通
平
故
が
集
中

し
ま
す
が
、
こ
れ
は
夏
則
的
述
転
感
覚

が
抜
け
さ
句
ず
に
お
こ
る
も
の
で
す
。

ス
リ
y
プ
に
よ
る
事
欣
は
、
山
聞
外
転

法

対

向

4
と
の
花
岡
術
突
な
ど
、
也

被
死
亡
事
故
や
大
き
な
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。
こ
の
た
的
、
特
に
安
全
逆
転

と
控
え
め
な
運
転
が
た
い
せ
つ
で

1
0

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
‘
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

7
h
v
B
山
町
で
の
泊
先
進
、
内
心
ブ
レ
ー
キ
、

急
ハ
ン
ド
ル
は
非
怖
に
危
険
で
す
。

自
動
車
は
思
わ
ぬ
方
向
に
動
き
ま
す

の
で
、
安
全
な
速
度
と
方
法
で
逆
転
し

て
く
だ
さ
い
。

ツ
プ
に
注
意
し
よ
うー 恥噛←.・・

叫 2月_1"日- 2月10日

事
故
を
大
き
く
し
非
叫
に
危
険
で
す
。

雪
が
mm
り
ま
す
と
、
セ
ン
タ
ラ
イ

ン
や
横
断
歩
道
が
見
え
な
く
な
り
ま
す
。

道
路
の
両
側
に
勺
が
秘
っ
て
い
る
と

き
は
、
見
透
し
が
大
安
山
市
く
な
り
ま
す
。

か
げ
か
ら
.
b
v行
者
や
イ
ど
も
の
ソ
リ

が
成
ぴ
出
す
こ
と
を
予
測
し
、
徹
底
し

た
安
全
雌
認
と
、
あ
ら
か
じ
め
速
度
を

孫
し
て
の
安
全
な
必
行
を
し
て
く
く
だ

さ
い
。少

年

の

非

行

防

止

ιjど
む
た
ち
は
、
J

ザ
校
が
休
み
に
主

る
と

d
肘
政
時

r
n気
の
ゆ
る
み
仰
が

重
主
っ
て
非
行
に
つ
主
が
る
場
合
が
多

く
主
り
ま
す
。

子
ど
も
に
対
す
る
思
い
や
り
と
、
過

保
護
は
迎
い
ま
す
し
、
信
頼
す
る
こ
と

と

y
ヲ
ち
の
子
に
か
ぎ
っ
て
e

に
代
表

さ
れ
る
行
目
的
え
ニ
ひ
い
き
的
愛
仙
と

は
、
ま
っ
た
く
別
の
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
を
暖
か
い
心
て
つ
つ
み
、

冷
静
な
目
で
み
ち
び
さ
ま
し
ょ

7
0

-量蝿基本阻査に協力を
北海道や町 町民能的経常尖悠を
Iりl句かにし、今世向山政汗白地舗の
i，¥1ll資料にする ため、ことしも 2
n 1回現在で民韓基本日開査が行わ
れます岡査の対象は、耕地而醐
10.以 lニを桂もーする世;1i'，:と、 こ的
l年川にI品業生産物的蛇岨!.i'e舶が
7ヲI円以」二ある世!:;:i-I"となって、、ま
す調査日が各世帯を肪問します
円で、 í~同査円趣旨をご理解町一じご
協力刷います。
圃幼児にフッソ歯面撞布を
町では虫曲予防対世として、生
Ue: 7ヵ月治、らM均3ゐ3ミまてーグラ!:JJゲle'ニ
勾三 21m(6ヵ月4語tこ 1匝1) 7'yソ
曲 1耐強布を行っています.料金は
無料ですか h受宮会特を祉.tJ，!Jt，;制:拙
衛生f，f，で受制向上 、町内向曲科医
院で受けてくださ， '0 
.成人調の早期尭見に予防楠査 を
祉全保険事務所では 現代柄と
よば札る成人捕の早期尭凡による
早刷拍曜と睦康円増進を図るため、
中小企業に切か、ている政府"Ll:拡地
J.ilr保附的世保障者やその京臨(三足
掛)円ヲち、四十斑以上町方に此
人柑予防檎査をおすすめしており
ます.
主な椴査町内容は、血圧測定、
心厩按血専を r~~べる心m図柚世、
師以荊をllI'lべる血柏崎班、 1'/師、
1・I摘雌略的早JUI発見のためのレノ
トゲン輸班、肝機能障;!}を制でる
肝楠能拍車などを約半日で行いま
す。
b尖施機l則と'11用
今、金町国保哨院、その他公的副
院で災地しておリますので、精培
地訟を指定的ヲ之 、役場蛇萌企f川
2民間務f，j¥へ申 し込みください.
検査官川は千円 です.."'J別川値用許可更新の手続 きを
一組河川不IJj]IJ川町敵地悼川町昨
可は 3年ごとに更新することにな
っています"Wf可 を受け他川して
いる出家内方は、 2月末 Hまでに
1m池和l別 川i攻略zr-;.;r:fi冗斤信組f，j¥でT'
k>¥'eきしてく丈ゴさ L、。
圃太槽周がダイヤル過酷に
1 FJ 28闘か句太棉地l主的r!i外)，J
需が 013781ニ、市内向需に 6日が
つき、市外~Tt話から 01 378- 6ー
XX町剛にダイヤJレしますと直通
でっさ与がります.料金は市内辿，l;f，
と向梯3骨ごとに 7円です.
なお、 1月28日'H孟1I昨50タ〉ヵ、
句 2時 10分までのfHJ、Ht訴回棉円
切替え作業のため士幡町あての必
需Eは中断します園 (今金-;:oc郡山)・2月の休日当番医
l回 目 田 医 院
8日 今金町国{尿病院
11回日 回 医院
15日岩 間 医院
22日 今金町国保柄院
29回目回医院

(7) 



職
業
訓
練
派
遣
奨
励
給
付

金
制
度
の
活
用
を

不
況
や
倣
し
い
企
業
間
同
舵
争
じ
打

ち
勝
っ
た
め
に
は
、

M
阻
売
主
技
能
#
引
を

帥
附
保
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

職
業
訓
練
派
泣
奨
励
給
付
金
制
度
は
、

労
働
者
を
公
共
職
業
訓
練
校
に
派
遣
し

て
職
業
訓
練
を
受
講
さ
せ
る
が
業
主
に

対
し
て
桁
付
金
を
支
給
す
る
ニ
と
に
よ

り
抹
能
労
働
者
の
育
成
、
職
業
能
力
的

開
発
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る

L
の
で
す
。
こ
の
制
度
を
活
川

し
て
、
優
秀
な
技
能
者
の
育
成
確
保
を

図
ら
れ
る
よ
ヲ
お
す
す
め
し
ま
す
。

マ
給
付
金
町
立
給
耐
古
川

判
中
小
企
業
的
ド
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ω所
定
労
例
時
川
内
に
駒
栄
訓
練
を
受

品
さ
せ
、
受
講
則
川
中
は
辿
市
町
民

金
を
主
払
う
事
業
主
で
あ
る
こ
と
o

v派
遣
の
対
象
と
な
る
職
業
訓
紘

労
働
者
向
派
巡
の
対
象
と
な
る
峨
業

訓
練
は
、
公
共
職
業
訓
練
校
的
行
う
職

業
訓
練
で
‘
派
泣
の
刈
朱
と
主

っ
た
収

業
訓
練
を
修
了
す
る
こ
と
が
必
裂
で
す
。

マ
給
付
令
内
側

給
付
金
は
峨
業
訓
練
を
受
講
し
た
日

数
に
応
じ
て
支
給
き
れ
、
派
泣
し
た
労

働
者

一
人
に
つ
き
日
制
千
六
卜
川
で
、

支
給
日
数
は
一
円
日
が
限
度
と
主

っ
て
い

ま
す
。

マ
支
給

F
務
手
続

給
付
金
町
支
給
を
受
け
よ
っ
と
す
る

部
会
主
は
、
派
遣
し
た
労
働
者
の
峨
松
山

訓
糾
の
修
了
後

一
ヵ
月
以
内
に

「峨
業

訓
練
派
迫
奨
励
給
付
金
申
請
書
」
を
道

立
職
業
訓
練
校
長
を
経
由
し
て
知
事
に

悦
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
近
く
の
巡

14
m
刷
業
訓
練
校
ま
た
は
役
場
商
工
観
光

課
へ
お
問
い
A
H
せ
く
だ
さ
い
巴

昭

和

五

+

一

年

度

職
業
訓
練
生
を
募
集

道
内
の
各
公
共
職
業
訓
練
校
で
は
、

昭
和
H
l
年
皮
肉
訓
純
生
を
次
に
よ

り
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
応
募
資
物
義
務
教
昨日
修
7
脱
皮
の

学
力
の
あ
る
人
で

修
業
町
立
士
山
が

強
く
訓
練
に
耐
え
る
人
。

マ
募
集
期
間
五
ト

一
年

一
月
三
十

一

固
ま
で

(就
職
者
は
二
月
末
日
)

マ
入
校
則
日
昭
和
五
J
1

一
午
川
月

マ
人
校
中
町
純
代
授
業
料
は
無
料

た
だ
し
、
総
合
高
司
職
業
訓
練
校
内

義
成
訓
練
は
、
若
干
の
教
材
が
必
姿
。

一一
川
用
保
険
、
生
活
保
設
の
受
給
者
は
、

入
校
中
も
引
続
き
乏
給
で
き
ま
す
。

マ
入
校
手
続
き
そ
的
他
洋
し
い
ニ
と
は

峨
安
北
恰
山
分
庁
A
T
ま
た
は
…
止
法
刷

業
訓
糾
校
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

tj旬、

‘ ，戸、

-
恒
例
の
子
供
百
人
一
首
大
会

冬
休
み
を
他
全
な
遊
び
で
楽
し
〈
す
ご
そ
う

!
と
教
委
玉
川
加
の

r供
育
人

-
首
ト
入
会
が
十
二

月
二
十

日

、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
、
十

三
チ
l
ム
で
腕
前
を
競
い
合
っ
た
。
日
取
終
リ
ー

グ
戦
で
は
ア
y
プ
ル
チ

l
ム

(七
問
点
目
続
長

松
井
ぷ
利
山
也
、
塚
本
川
英
)
が
優
勝
し
た
。

'¥竺杢も

=広根ー

トヒベyクス

父事

( 8 ) 

-
図
書
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
よ
ろ
こ
び

良
い
本
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
止
派
主

人
に
な

っ
て
く
だ
さ

い
|
と
北
海
近
知

事
か
ら
の
メ
ソ
セ

1
ジ
と
と
も
に
卜
ヒ

附
の
同
長
川が
十
二
月
十
五
H
、
今
中
で

間
的
授
業
を
し
て
い
る
八
束
中
学
校
に

開
け
ら
れ
た
。
八
百
附
内
図
古
を
校
合

の
火
災
で
焼
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
生

徒
た
九
は
、
新
し
い
童
話
円
本
や
月
球

俄
を
手
に
し
て
大
よ
ろ
こ
び
で
し
た
。
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